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この一連の動きを受け、足滝集落は高い堤防をつく

ることより集団移転することを望み、要望書を県に提

出した。当部は河川行政が流域治水に舵を切っている

ことを鑑み、防災集団移転促進事業の制度の範囲内で

地域が望むなら、集団移転も選択肢のひとつであると

考え、津南町とも調整し、６月４日、足滝地区におい

て防災集団移転促進事業の制度内容に関する説明会を

開催して住民に問うた。 
後日、足滝集落から、集団移転でなく堤防整備をお

願いするとの連絡があった。集団移転を断念した理由

としては、当該事業がコミュニティの維持を目的とし

ているため、全員が同じ場所に移転しなければならな

いことや、移転のための補助は出るものの自己負担を

伴うことから集落がまとまらなかったとのことであっ

た。 
次に足滝集落は、安心して快適に暮らし続けたいと

いう思いから、「水田耕作のために堤防敷を狭くしてほ

しい」、「安全のために堤防工事は浸水する集落上流か

ら行ってほしい」という要望とともに、堤防整備にあ

たり住民と津南町、専門家を交えて考える「協議会」

の設置を要望した。 
 
５．足滝地区堤防整備検討会 
 当部は住民からの要望を重く受け止め、９月24日、

新潟大学名誉教授の大熊孝先生を会長として、（一社）

建設コンサルタンツ協会北陸支部河川・砂防委員長の

須田氏、津南町建設課長、地元住民２名を委員とした

「足滝地区堤防整備検討会」を設置した。また、検討

会の目的として、「信濃川河川改修に係る足滝地区に

おいて、住民が安心して、かつ持続的に住み続けるに

は、どのような堤防整備をしたらよいかを地域住民、

津南町及び専門家を交えて考える」ことを掲げた。更

に、検討会の下に座談会（主な構成員は足滝集落全住

民）を置き、広く住民の意見を聴取することとした。 
 
 事務局である当部は、以下４案を提示し議論を進め

た（図－４）。 
第１案 河川構造令の原則論に従い、H.W.L（計画

高水位）に余裕高を加えた高さまで土で堤防

を構築する案 
第２案 特殊堤構造とし、H.W.L（計画高水位）ま

では土で堤防を構築し、余裕高部分をパラペ

ット（胸壁）で確保した案 
第３案 余裕高を確保せず、H.W.L（計画高水位）

＝計画堤防天端（特殊堤）とした案 
第４案 台風 19 号で主に越水した上流区間のみを

余裕高を確保した特殊堤とし、それ以外は、

余裕高を確保せず、H.W.L（計画高水位）＝

計画堤防天端（特殊堤）とした案（第２案と

第３案のミックス案） 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
また、現地に第２案、第３案の丁張りを設置し、住

民のみなさんが完成後の堤防を極力イメージしやすい

ように対応した（写真－６）。 

 
 
 
 
事務局は台風 19 号の実現象として、直上流の宮野

原観測所で観測された流量約 7,700m3 が現在の足滝

の堤防を天端ぎりぎりでほぼ流下したことを考慮し、

第３案、第４案でもそれなりの治水安全度を確保でき

ると覚悟を決め、それらの案を提案したが、検討会に

置かれた座談会では事務局の予想に反して第２案を推

す声が多かった。 
 
一方、検討会では、「第２案は、地元が要望書で巨大

堤防と懸念を表明した第１案と大差ないのではない

か」、「第４案でも他の堤防整備地区と同等の流下能力

を確保できることが確認できた」、「本検討会設置の趣

旨を踏まえると、第２案では快適な持続的な暮らしや

水田耕作による生業を担保するといった点への配慮が

不十分であり、また、工費も安くなり税金を節約でき

ることから、第４案を推奨し、再検討することをお願

いしたい」という提案があり、予定していた回数より

座談会及び検討会を追加し議論を深めた。 
結果、令和４年３月までの間に検討会を計４回、座

談会を計３回実施した（写真－７）。 

図－４ 事務局が提示した堤防案 

写真－６ 第２案、第３案の丁張り 
第２案、第３案の丁張り▶P.3
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４ 牛島地下道撤去工事 

4-1 牛島地下道の撤去方針 

みなし踏切部に位置する牛島地下道は、旧の北陸本

線等のために国鉄時代に整備されたボックス構造の構

造物である。当該箇所は、富山駅付近連続立体交差事

業の関連事業として 4車線での平面化が計画されてい

るものの、その撤去に際しては、事業区間全体の中で

も特に多くの課題を抱えていた。 

ひとつに牛島地下道は、北陸新幹線及び連続立体交

差事業で整備された在来線の高架橋に近接しているこ

とから、これらの鉄道施設への影響を最小限にして施

工することが求められていた。これに対しては、牛島

地下道撤去工事の各施工段階を踏まえて FEM解析を行

い、その影響を検討するとともに、施工時における鉄

道施設の挙動を確認することで、安全に施工を行って

いる。 

また、牛島地下道部分には、上・下水道管、牛島雨

水幹線、愛宕火防水路、低圧・中圧ガス管、架空の電

力線及び通信線といった多くのライフラインが集中し

ており、これらの移設に加え、無電柱化事業に基づく

新たな電線共同溝を敷設する必要があったことから、

多くの関連工事と連携しながら施工することが求めら

れていた。このため、多くの関係者の施工調整を図る

ことを目的として、発注機関レベル及び施工業者レベ

ルでの調整会議を設置し、綿密な施工調整を行うこと

で、円滑な施工を図ることとしている。 

さらに、牛島地下道撤去の際にも、道路を供用しな

がら従前どおりの安全で円滑な交通を確保することが

求められていた。当該路線は 1日あたり約 2万台とい

う県内有数の交通量であること、近隣の総合病院への

アクセス路となっていることから、救急車両を含めて

従前と同程度の円滑な交通を確保すること、沿道に住

宅が立ち並んでいることから沿道へのアクセスを確保

することが必要であった。しかしながら、先述のとお

り、近傍には動かすことのできない鉄道施設や多くの

ライフラインが位置していたことから、工事として施

工可能な範囲も空間的に限られた状況となっていた。

このため、先述の調整会議を通じて交通の切り回しを

何回も行いながら、限られた空間の中で関係工事が輻

輳せずに施工できるよう、施工ステップの調整を図る

ことで、安全で円滑な交通を確保している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 牛島地下道の撤去方法 

4-1の撤去方針に基づき、ボックス構造を有する牛

島地下道の撤去に際しては、全体の 6ステップのうち、

ステップ 1及びステップ 3の中でワイヤーソーイング

工法により施工することとなった。通常であれば、ワ

イヤーソーで切断したコンクリート塊をクレーンで撤

去するところであるが、今回の施工箇所では、限られ

た鉄道桁下空間の中で構造物を撤去する必要があった

ことから、直接クレーンで搬出する方法ではなく、モ

ジュールと呼ばれる特殊な重機を用いてコンクリート

塊を一旦横引きしてからクレーンで搬出する方法を採

用している。 

4-3 牛島地下道撤去時の安全管理 

牛島地下道は、新幹線及び在

来線の高架橋に近接しているこ

と、また、道路を供用しながら

撤去する方針となったことから、

撤去の際の安全確認を目的とし

て、通常の鉄道構造物の測量や

日常の目視点検に加え、牛島地

下道の挙動を観測するための傾

斜計を設置して撤去作業を進め

ている。傾斜計は牛島地下道の

東西にそれぞれ北、中央、南の

計 6基を設置し、異常時にはメ

ールによる通報に加え、サイレ

ンによる警報等が発令される体

制を執っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

 事業着手から約 13年、当事業に携われた方々の多大

なるご尽力のおかげで、ひとつの山場である牛島地下

道撤去工事の完成目途が立った状況まで進めることが

できました。牛島蜷川線街路事業全体としての事業完

了までは、もうしばらくありますが、すべての事業関

係者の皆様にこの紙面をお借りして深く感謝申し上げ

ます。 

●問い合わせ先 

      富山県富山土木センター 

管理検査課 プロジェクト推進班 

   TEL(076)444－4488 

図-5 平面４車線化工事の状況（令和 4年 6月） 

図-4 傾斜計 

設置状況 

図-3 モジュールを併用した構造物の搬出状況 モジュールを併用した構造物の
搬出状況▶P.7
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写真－４ コンクリート擁壁の損傷状況② 

写真－５ 乾式吹き付けによる断面修復状況 

 
（２） コンクリート・コアの採取 

本工事では 10 パネル中 5 パネルでコンクリート・コ

アを採取した。サンプル採取位置は、ひび割れや浮きが

進行した部位を避け、擁壁断面が維持されている部位

である。コア採取は通常のコア抜き機で行ったが、採取

したサンプルの中には、表面に近い箇所で損傷が激し

く写真－６のように分離してしまうものがあった。な

お、各サンプルは、端面研磨仕上げを施したが、サンプ

ル高さの統一は行っていない。供試体サイズは、直径

93.5mm（93.3－93.8mm）、高さ 165.6mm（140.0－
195.7mm）、質量 2.69kg（2.20－3.22kg）であった。 

 

写真－6 サンプル採取状況とコアサンプル 

 

（３） コンクリート・コアを用いた圧縮載荷試験 

筆者らは、載荷過程に発生する AE を指標にコンク

リート損傷度評価法を既往検討により提案している。

本報でも、既設コンクリートからコンクリート・コアを

採取し、その損傷状況を AE 指標の観点から評価した。

載荷方法は、圧縮である。AE センサは、コンクリート・

コアの側面部に設置した（図－２、写真－７）。閾値を

42 dB とし、60 dB の増幅をプリアンプとメインアンプ

で行った。AE センサには 150 kHz 共振型センサを用い

た。 

 
図－２ 載荷試験における AEセンサ位置 

（■、□：AEセンサ、単位：mm） 

 
写真－７ AE計測状況 

 
４. 解析方法 

本報では AE パラメータの中でも AE ヒット数およ

び AE エネルギを指標に AE データを評価した。弾性

波などの信号を対象としたエネルギの評価は、一般的

に時系列信号値の 2 乗の積分値として評価される。検

出した AE エネルギ値は AE パラメータの最大振幅値

と同様に、破壊現象の規模と相関のある評価指標とし

て用いられている。しかし、AE センサより電気信号へ

と変換された弾性波の時刻歴波形の後半部はセンサ自

身の共振波形であり、検出した現象とは無関係である

ことから、本研究では AE パラメータである最大振幅

値に着目し、その 2 乗値による検出波のエネルギ評価

を試みた。弾性波などの信号を対象としたエネルギの

評価は、式（1）を用いた。 
 
𝐸𝐸𝐸𝐸𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝑎𝑎𝑎𝑎𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚2               (1) 

 
ここで、EAE：検出波の AE エネルギ（単位：V2）、𝑎𝑎𝑎𝑎𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚：
AE パラメータの最大振幅値（単位：V）である。 
圧縮載荷過程の AE エネルギの特徴量は、式（2）に

示すAEエネルギ発生頻度割合 fe(Ｕ)とひずみエネルギ

Ｕの関係により評価する。 
 
 

𝑓𝑓𝑓𝑓𝑒𝑒𝑒𝑒(𝑈𝑈𝑈𝑈)𝛥𝛥𝛥𝛥𝑈𝑈𝑈𝑈 = 𝛥𝛥𝛥𝛥𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴(𝑈𝑈𝑈𝑈)
∑ 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝑈𝑈𝑈𝑈𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚
0

           (2) 

 
ここで、ΔEAE(U)：単位ひずみエネルギΔU（本論では

0.5N･m を設定）における発生した AE エネルギ、

乾式吹き付けによる断面修復状況
▶P.9
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        ３．施工計画の検討        
（１）施工検討 
高速道路上の工事では、工事期間を短縮すること

が求められる。工事期間を試算したところ、通常の

片側車線規制によるインバート設置工事では、積雪

地のため、冬期休止期間が設けられており、施工期

間が限定されることから、７年を要する結果となっ

た。長期期間の車線規制は、社会的影響や工事中の

地盤への影響が懸念されることから、今回の工事で

は、下り線を通行止め、上り線を対面通行規制とす

る、全幅一括インバート工によるインバート設置工

事を行うこととした。 

（２）覆工受けコンクリートの検討 
 インバートを新設するには、既設覆工コンクリート

下部の地盤を掘削するため、既設覆工の沈下対策が必

要となる。図-3（ａ）の場合、覆工打継目のインバー

トコンクリートを先行施工（①、②）し、覆工を先受

けした状態で後行部（③）の掘削を行う。一方、図-3
（ｂ）の場合は、覆工受けコンクリートによる沈下対

策を先行施工することで、縦断方向に連続したインバ

ート施工が可能となる。双方を比較した結果、段取り

替え等による手間を省き、工程遅延を回避するため、

覆工受けコンクリートを採用することとした。 

 
 
（３）インバートの検討 
 インバート掘削時、覆工に変位が発生することが数

値解析から推測されていた。縦断方向に連続施工する

には、初期変位を抑制する必要であるため、インバー

ト支保工を採用した（写真-2）。また、新設インバート

と既設覆工コンクリートの接続部は、インバートおよ

び覆工の軸力がスムーズに伝達できるよう、曲線で擦

り付ける形状とし、既設覆工コンクリート側は、端部

を一部切断、新設インバート側は打継面の打継処理に

より、一体化させる構造とした（図-4、写真 3）。 

 
 

 
 

 
 

     ４．インバート補強工事の実施      
 インバートの施工は当初、富山側、新潟側の２工区

に分け、工区境からそれぞれ両坑口に向かって施工を

行う予定であった。しかし、コンクリートの供給能力

の問題から、工程遅延が免れない状況となり、施工手

順の見直しによる工程短縮の検討が必要となった。そ

こで、インバート掘削、インバートコンクリート打設、

埋戻しを富山側から新潟側への片押し施工に切り替え

るとともに、後方から並行して附帯工の施工を進める

ことで、全体工程の遅延回避を可能とした（図-5）。 

 
 

また、インバートのスパン割は、当初 5.25m/スパン

での計画であったが、覆工受けコンクリート施工時の

変位発生状況から先受け効果が発揮されていること、

内空変位に対しては、インバート支保工による初期変

位抑制および計測管理による慎重な施工を行うことで、

スパン長の見直しが可能であると判断し、一般的な覆

工割付と同様に、10.5m/スパンで施工した。その結果、

路面隆起が最も大きかったマイクロパイル打設済区間

においても、インバート掘削に伴う変位は管理レベル

Ⅰの範囲内であり、インバート区間全線において、施

工上問題となる変位は確認されなかった。なお、２年

目のインバート工事は夏期混雑期も継続したが、コロ

ナ禍の影響もあり、渋滞の発生などはみられなかった。 
         ５．おわりに          
 対面通行規制での全幅一括施工を採用し、約５ヶ月

という短期間で、変位、渋滞ともに発生させることな

く 491m のインバート設置を完了させた。盤ぶくれは

長期にわたる変状であることに留意し、今後は供用中

の変位観測を継続していく。 
 
 
 
 

図-3 覆工受けコンクリート施工検討図 

●問い合わせ先 
 東日本高速道路株式会社 新潟支社 
 上越管理事務所 
 TEL（025）522-1141 

図-5 インバート施工手順検討図 

写真-2 インバート支保工の設置状況 

図-4 インバート工図 

写真-3 インバート接続面の打継処理 

インバート支保工の設置状況▶P.13

技術レポート        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
 

5.MMS オリジナルデータの活用 

MMS のメリットを活かして、生産性を向上させ

るためには MMS のオリジナルデータを使用するこ

と、つまり基準点測量による正確な標高値を持た

せないプロファイル重視の考え方が有効だ。一般

財団法人土木研究センターの性能確認試験に合格

し、且つ精度検証（水平 10mm 以内、標高±4mm 以

内）に合格した MMS（MMS-G が有効）であれば、MMS

によって取得したオリジナルデータ（点群データ

によるプロファイル）は、基準点ベースの座標値

でズレ（XY 座標値で最大 30mm、Z 座標値で最大

100mm）はあるものの、TLS 取得のプロファイルと

比較してもほとんど差異（4mm 以内）はない。 

 

資料 4 縦断プロファイル（国道 7 号維持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5 横断プロファイル（国道 7 号維持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまりこのプロファイルのズレが単純な縦横斜

めのスライドしたズレであるならば、基準点ベー

スの座標値ではなくても、既設舗装を正として考

えること（ローカル座標値）で、標定点による調

整なしで舗装の縦横断計画を作成して、その地点

の切削厚を算出することが可能となる。この方法

は北海道の自動車専用道路や国道・道道（特に交

通規制を極力減らしたい対面通行区間）において

既に活用されており、この方法を用いると現場作

業が一切不要になる。 

 

6.GNSS厚さ制御方式切削機マシンコントロールの活用 

 切削機のマシンコントロールは、現場状況に応じ

てTSを利用した高さ制御方式とGNSSを利用した厚さ制

御方式の２つが使われている。TSを利用する場合は基

準点ベースの座標値が必要となるが、GNSSを利用した

厚さ制御方式であればXY座標はGNSS、Z座標は3次元

設計データと点群データの差から自動で厚みを計

算してドラム高さをコントロールさせる。このシ

ステムを使用すればmm単位の標高精度（プロファ

イルの精度が担保されれば設計厚さで管理可能）

を求める必要がないので、これらを連動させれば

事前調査の簡易化と路上でのマーキング作業が不

必要となり、交通規制の回数が減少し現場での安

全性と生産性は大きく高まるものと考え、国土交

通省 羽越河川国道村上出張所の協力を得て維持

工事（延長600ｍ上下線）で実証実験を行った。 

【R3.4 国道 7号維持工事の全工程】 

2022年 2月 28日 MMS計測 

2022年 3月 1日 点群データ作成 

2022年 3月 2～3日 縦横断計画作成 

2022年 3月 4日 3次元設計データ・TINデータ入力 

2022年 3月 9日 GNSS-MC切削機セット（ﾛｰｶﾗｲｽﾞ） 

2022年 3月 10日 MC切削（300ｍ*4日間） 

2022年 4月 6日 MMSによる平坦性計測 

 

写真 1 MMS計測 

 

写真 2 GNSS-MC切削機 見学会 

【出来形管理】 

試行工事なので、出来形管理は通常のレベル測量に

GNSS-MC切削機　見学会▶P.15

技術レポート        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
５．CIM実施計画書 

港湾における公共工事でCIMを実施するには、CIM
実施計画書を作成・提出することとなっている。CIM
実施計画書には、次に示す事項を記載する。 
・業務もしくは工事概要 
・担当者の配置（CIM 担当技術者、体制組織図） 
・工程表（CIM に関する事項がわかるように） 
・CIM に関する実施内容 
 実施目的、属性情報の付与、CIM モデルによる数量

/工事量/工期の算出、CIM モデルによる効率的な照

査の実施、設計・施工段階での CIM モデルによる

効率的な活用 
・成果品の作成（使用するｿﾌﾄｳｪｱについても記載） 
・実施成果（成果物一覧、成果物の納品ファイル形式

および閲覧方法） 
 
６．電子納品 

国土交通省が発注する土木工事に係る設計および計

画業務に係る土木設計業務委託契約書および設計図書

に定める成果品を電子的手段により提出する際の基準

を定めている。 
CIM 活用業務の成果品は、「土木設計業務等の電子

納品要領」（国土交通省）のフォルダ構成における「ル

ート」直下に「BIMCIM」フォルダを作成し格納する。 
 
７．みらい建設工業株式会社の実施例 

（1）鹿児島港（鴨池中央港区）臨港道路橋脚Ｐ６下部

工工事 

 本工事は、鹿児島港の臨港道路の橋梁を新設する工

事のうち橋脚Ｐ６の下部工を施工したもので、表-2に

工事概要、写真-1に橋脚下部工の完成写真、図-3～4

に実施の全体モデルおよび鉄筋モデルを示す。 

項目名 詳細

業務名 鹿児島港（鴨池中央港区）臨港道路橋脚Ｐ６下部工工事

履行場所 鹿児島県　鹿児島市　新栄町地先

発注者 九州地方整備局　鹿児島港湾・空港整備事務所

履行期間 令和2年3月26日～令和3年3月30日

CIMモデル 発注者より受領（ ）

使用ソフト 、 、 ＋、

工事概要

臨港道路橋脚（Ｐ６）下部工１基　鋼管矢板井筒基礎

躯体コンクリート(コンクリート465ｍ3、鉄筋88,130kg)

鋼管矢板基礎工(鋼管矢板φ1200  24本、底版コン208ｍ3)

頂版コンクリート(コンクリート374ｍ3、鉄筋28,765kg）  

施工に先だち、写真-2の作業周知会において、作業

員へ作業船および施工機械の配置の計画を示して、施

工をイメージしてから作業を開始した。 
 以下に作業船配置計画と実際の施工状況を比較した。 
・鋼管矢板打設時の鋼管矢板打設時（図-5、写真-3） 
・コンクリート打設時 
・支承部の鉄筋干渉チェックとの配置位置調整 
 計画のイメージと写真並べてみると、大きな差が無

いことが分かり、経験が少ない作業員への周知は勿論、

ベテラン作業員にもイメージを持ってもらうことが出

来、非常に有効であった。 
また、CIM モデルを用いた説明資料を作成して、近

隣等に配布した。新型コロナウィルス感染拡大防止の

観点から説明会が開催できなかったが、３次元図面を

用いた説明資料が好評で、近隣からの苦情は無かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 橋脚 P6下部工完成写真      図-3 CIMモデル        図-4 CIM鉄筋モデル 

表-2 鹿児島港 P6下部工工事概要 図-5 鋼管矢板打設(計画時) 

写真-2 作業周知会 

写真-3 鋼管矢板打設(施工時) 

橋脚P６下部工完成写真▶P.19

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

先輩なう！

32 安心・安全な新潟を目指して
■■新潟県　佐渡地域振興局地域整備部　砂防課　須山　瑞基　さん

新技術情報 
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■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・既設杭撤去と撤去跡の締固めを同時に行う技術
　【登録番号：2021K101】
　（有）丸高重量

・既製杭プレボーリング工法における孔壁安定剤
　【登録番号：2021K102】
　（株）ジオックス

・セーフティ網戸
　【登録番号：2021K103】
　（株）ナガオカサッシ工業

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

23 北陸地方整備局におけるBIM/CIM活用の推進
■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

27 北陸新幹線車窓からの白山眺望景観の保全
■■石川県　土木部都市計画課　景観形成推進室

職場紹介

30 １ヵ月間の育休
■■朝日建設（株）

BIM/CIM研修実施状況▶P.23

木場潟から望む白山眺望▶P.27

知得        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

 
 

タイトル 

北陸新幹線車窓からの白山眺望景観の保全

                     

石川県 土木部都市計画課 景観形成推進室 

  
  

１．はじめに 

石川県は、白山や加賀・能登の海岸など多彩な地形

が織りなす自然景観をはじめ、人々の営みが息づくの

どかな里山や田園、落ち着いた風情を醸し出す伝統的

な街並みなど優れた景観資源を有しています。 

この多彩で魅力ある石川の景観を、県民共有の誇る

べき財産として保全し、幾世代にもわたり継承してい

くと同時に、新たな地域固有の景観を創出し、本県の

魅力をさらに高めるため、平成 20 年に、従来の「景

観条例」と「屋外広告物条例」を全国で初めて一本化

した「いしかわ景観総合条例」を制定し、これまで景

観の保全・創出のためさまざまな施策に取り組んでき

ました。 

ここでは、令和６年春に迎える北陸新幹線県内全線

開業を見据えた景観形成の取り組みについてご紹介

します。 

２ 石川県眺望計画について 

 石川の代表的な眺望景観を保全するため、県独自の

「石川県眺望計画」を定めています。 

本計画では、白山の視点場である木場潟（図１）や

柴山潟（図２）、優美な七尾湾を見渡せるのと里山海

道別所岳サービスエリアの３地域について、「眺望景

観保全地域」や「特別地域」を定めています。 

これらの地域において、届出対象行為を定めるとと

もに、周辺景観への配慮基準のほか、建築物等の高さ

や外観の色彩の数値基準を設け、優れた景観の保全を

図ることとしています。 

 

 
図２ 白山眺望景観保全地域（柴山潟） 

 

写真１ 木場潟から望む白山眺望  
３ 北陸新幹線沿線の景観保全について 

 北陸新幹線の車窓から望む霊峰白山や加賀平野の

田園風景は旅の大きな魅力の一つであり、こうした車

窓から望む眺望景観を保全するため、平成３０年には、

県内の新幹線沿線全区間で、屋外広告物の高さや大き

さ、色彩について、景観総合条例に基づき、他の地域

よりも厳しい規制をかけることとしました。 

 まず、沿線の両側100ｍの広告物を規制し、さらに、

ＪＲのご理解を得て透明板が設置された区間など、良

好な眺望景観が楽しめる区間（郊外部）については、

規制の範囲を拡大し、沿線両側500ｍの広告物を規制

しました。（図３） 

 そして今回、特に美しい白山眺望が楽しめる区間に

ついて、「新幹線車窓」を新たな視点場として追加す

ることとし、これにより、新幹線車窓からの眺望保全

措置を各段階できめ細かく講じることとしました。 

↓ここから入力してください。 

図１ 白山眺望景観保全地域（木場潟） 

新潟県　佐渡地域振興局地域整備部 
砂防課　須山　瑞基　さん▶P.32

既設杭撤去と撤去跡の締固めを
同時に行う技術▶P.33

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2021K101 区分 工法

開発会社 有限会社丸高重量 問合せ先 025-385-4583

技術名称

登録番号 2021K102 区分 製品

開発会社 株式会社ジオックス 問合せ先 025-285-0271

既設杭撤去と撤去跡の締固めを同時に行う技術

既製杭プレボーリング工法における孔壁安定剤

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・建築物解体後に杭を撤去する工事で、杭を撤去するとともに杭撤去後に地中に残る間隙を確
実に埋戻す技術
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・杭撤去後にできた間隙に、地上から砂等を投入する（輪投げ工法）
・杭撤去後にできた間隙に、セメントスラリーや流動化処理土を充填する（チャッキング工法）
③公共工事のどこに適用できるのか?
・既存建築物解体後の杭抜き工事

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・輪投げ工法は、低強度杭の撤去や砂等にようる撤去跡の埋め戻しが上手くいかず、
チャッキング工法では、低強度杭は撤去可能だが、埋め戻し材としてセメントスラリーを
用いるので工事費用が割高になる
・新技術は、チャッキング工法の原理を利用するため低強度杭の撤去が可能であり、正方形断面のケーシングを利用した新しい施工
方法を採用するため、砂などの粒状材料を用いて既設杭跡を確実に埋め戻すことが出来る。このためセメントスラリー等の設備費用が
不要となり撤去費用を圧縮することができる
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・セメントを使用しないため、プラント設置費用の軽減やスラリーによる作業員のやけど等の労災防止、粉塵飛散等の周辺環境への影
響を抑えることができる
・撤去時に締め固めを行うため、地中に空隙が残置されないため、地表面の陥没トラブルを防止できる

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・杭直径250mm以下、杭長5.5 m以下
②適用できない範囲
・杭直径250mm超、杭長さ5.5m超の既設杭
・最大粒子径が50mm以上の礫質土

4.従来技術との比較
【従来技術：チャッキング工法】
●経済性：向上 ●工程：短縮 ●品質：同程度 ●安全性：向上
●施工性：向上 ●周辺環境への影響：向上

【施工機械の一例】

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・既製杭プレボーリング工法の掘削剤として使用し、孔壁の安定を図る材料
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・水にベントナイトを混合したスラリー状の掘削液で孔壁の安定を図っていた
③公共工事のどこに適用できるのか?
・杭基礎が必要な工事（既製杭プレボーリング工法）

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・水にベントナイトとポリカルボン酸からなる新技術を加えたゲル状の掘削液とし
た
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・水とベントナイトに新技術を加えることで、掘削液の孔壁安定性が向上する
・使用するベントナイト量を従来の３割削減しても、孔壁安定性を維持するため、
ベントナイト量の削減が可能となり経済性が向上する

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・既製杭プレボーリング工法

4.従来技術との比較
【従来技術：ベントナイト掘削液】

【既製杭プレボーリング工法 施工状況】

【砂礫層での崩壊試験状況】

●従来技術
ベントナイト60kg/m3の
掘削液で崩壊防止

●新技術
ベントナイト40kg/m3＋
パイルゲル0.05kg/m3
の掘削液で孔壁安定

ベントナイト
３割削減

既製杭プレボーリング工法における
孔壁安定剤▶P.33

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2021K101 区分 工法

開発会社 有限会社丸高重量 問合せ先 025-385-4583

技術名称

登録番号 2021K102 区分 製品

開発会社 株式会社ジオックス 問合せ先 025-285-0271

既設杭撤去と撤去跡の締固めを同時に行う技術

既製杭プレボーリング工法における孔壁安定剤

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・建築物解体後に杭を撤去する工事で、杭を撤去するとともに杭撤去後に地中に残る間隙を確
実に埋戻す技術
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・杭撤去後にできた間隙に、地上から砂等を投入する（輪投げ工法）
・杭撤去後にできた間隙に、セメントスラリーや流動化処理土を充填する（チャッキング工法）
③公共工事のどこに適用できるのか?
・既存建築物解体後の杭抜き工事

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・輪投げ工法は、低強度杭の撤去や砂等にようる撤去跡の埋め戻しが上手くいかず、
チャッキング工法では、低強度杭は撤去可能だが、埋め戻し材としてセメントスラリーを
用いるので工事費用が割高になる
・新技術は、チャッキング工法の原理を利用するため低強度杭の撤去が可能であり、正方形断面のケーシングを利用した新しい施工
方法を採用するため、砂などの粒状材料を用いて既設杭跡を確実に埋め戻すことが出来る。このためセメントスラリー等の設備費用が
不要となり撤去費用を圧縮することができる
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・セメントを使用しないため、プラント設置費用の軽減やスラリーによる作業員のやけど等の労災防止、粉塵飛散等の周辺環境への影
響を抑えることができる
・撤去時に締め固めを行うため、地中に空隙が残置されないため、地表面の陥没トラブルを防止できる

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・杭直径250mm以下、杭長5.5 m以下
②適用できない範囲
・杭直径250mm超、杭長さ5.5m超の既設杭
・最大粒子径が50mm以上の礫質土

4.従来技術との比較
【従来技術：チャッキング工法】
●経済性：向上 ●工程：短縮 ●品質：同程度 ●安全性：向上
●施工性：向上 ●周辺環境への影響：向上

【施工機械の一例】

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・既製杭プレボーリング工法の掘削剤として使用し、孔壁の安定を図る材料
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・水にベントナイトを混合したスラリー状の掘削液で孔壁の安定を図っていた
③公共工事のどこに適用できるのか?
・杭基礎が必要な工事（既製杭プレボーリング工法）

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・水にベントナイトとポリカルボン酸からなる新技術を加えたゲル状の掘削液とし
た
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・水とベントナイトに新技術を加えることで、掘削液の孔壁安定性が向上する
・使用するベントナイト量を従来の３割削減しても、孔壁安定性を維持するため、
ベントナイト量の削減が可能となり経済性が向上する

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・既製杭プレボーリング工法

4.従来技術との比較
【従来技術：ベントナイト掘削液】

【既製杭プレボーリング工法 施工状況】

【砂礫層での崩壊試験状況】

●従来技術
ベントナイト60kg/m3の
掘削液で崩壊防止

●新技術
ベントナイト40kg/m3＋
パイルゲル0.05kg/m3
の掘削液で孔壁安定

ベントナイト
３割削減

セーフティ網戸▶P.33

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2021K103 区分 製品

開発会社 株式会社ナガオカサッシ工業 問合せ先 0258-27-2744

技術名称

登録番号 区分

開発会社 問合せ先

セーフティ網戸

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・ネット外れ事例が多い園舎施設の可動網戸に対しネット外れを抑制する技術
・外れる際に発生する園児たちの怪我の危険性を抑制する技術
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・建物供用開始後に、中桟を増やしたり、後付でパネルを設置することで対応
③公共工事のどこに適用できるのか?
・新築物件の衝突危惧・網戸ネット外れ危惧のある網戸

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・パネル取付位置を網戸見込内へ変更、取付方法をノンビス工法へ変更

→ 引っ掛かりの危険・ビス緩みによるパネル外れの危険を解決
・重量増加に伴う戸車・外れ止め部品の改良

→ 網戸本体の外れ難さを向上させた
・ポリカーボネートのパンチング加工開発（KSパンチング）

→ パネル材質をアルミだけでなく、ポリカの選択も可能
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・網戸ネット外れの主な原因であった【園児の網戸衝突】と【網戸ネットへの寄りか
かり・つかまり立ち】を、設置したパンチングパネルにより防ぐことができ、ネット外
れと同時に、外れる際に発生していた園児の転倒や怪我の危険を抑制すること
ができる。・網戸の外れ難さを向上しており、安全性の向上が期待できる

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・新築物件の可動網戸

4.従来技術との比較
【従来技術従来網戸に後付でパンチングパネルを設置】
・経済性：20％向上 ●工程：同等 ●品質：向上 ●安全性：向上 ●施工性：同等 ●周辺環境への影響：同等

ポリカーボネートのパンチング加工
従来品 ＫＳパンチング

【 メタル 】 【 ポリカ 】

■一般社団法人 富山県建設業協会
　令和３年度　第13回とやま建設フォトコンテスト
　特選「星降る夜」水野　敬雄 氏　（撮影場所：富山市）
　写真はただシャッターを切るわけではなく、目に映る物、心に感じる何かがあるから撮
るんだと思います。私たちは夜の工事現場は何気なく通り過ぎるものですが、作者は「あっ、
いいな」と思い、立山連峰を背景にシャッターはバルブで星の流れを取り入れ、自分の思
い通りの作品になったのだと思います。迷うことなく審査員全員が特選に選びました。

 審査委員長　平井　勝美　（富山県写真連盟委員長）


